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つ き比 較考究すれば わ か る 。 雌蕊の 基部 に は盤が あ つ て 雌難 の 下 を と りまい て ゐ る が

ヨ メ ナ で は見る に困難で あ る、其 の 下 に 子 房が あ る 。 兩性花の 子房で 實を結ばぬ もの

は カ ハ ラ ヨ モ ギ などで 見 られ る が カ： s る點 も屬 を分 つ に 重要な特徴で あ る 。
ヨ メ ナ で

は全部稔 る 。 果賞は扁甼で 倒卵形で あ つ て 開裂 しな い 。 肉質で はない 、 某實が 扁不 で

あ る か 円柱 形 で あ る か は 大 切 な特微で あ る 。 果實 の 皮 を取 り去 る と中に直立 した種子

が 出る ・種子は 薄 い 種 皮をか ぶ り中に 肉質 の 胚が あ る o 幼根は 下部に つ き円錐形で 短

か く・ 子葉が こ二枚上部 に あ る 。 胚乳はない 。 果實に は表面に 毛が 生え て ゐ る 。 果 實 の

上部に 短 か い小杯状の もの があ る 。 これは冠毛 の 短 か くな つ た もの で あ る 。 これ は短

か い 剛毛が よ り集 まつ て 下部が互 に癒 合 して 禺來て ゐる の で 、 こ の 剛毛 の 長 さが ヨ メ

ナ の 種類の 分類 に は必 要な の は上 記 の 檢索表 に 出して あ る通 りで あ る 。
コ ン ギ ク類 と

は冠毛の 長 さが短か V・の で 別の 属 となつ て ゐ る 。

’
だか ら コ ン ギク と區別す る に は冠毛

を見た らす ぐわ か る 。 若蕾だ ？た ら内地 の ヨ メ ナ は光澤 あ つ て 毛 も少な い し、
コ ン ギ

ク類は光澤 な く毛 が あ つ て ザ ラ ザ ラ して ゐ る か ら區別出來 る 。 冠毛を他 の 科の 蓼に 相

等す る もの だ と v・ふ 人 もあ る が さ うで ない と云 ふ 人 もあ る 。 頭1伏花か ら小花 をすべ て

取 り去 る と花盤が あ らわれ る 。 小 さ い 穴 が ぽ つ ぽ つ あ る 。 共の 穴 の 凹 み に 小花 の 子 房

の 下部 が つ い て ゐた事 を知 る。 この 穴 の 縁 が ヨ メ ナ で は高 か くは ない が他 の もの で は

高 くなつ て 縦に 不規則に裂 けて ゐ る もの が あ る 。 これの よ く發逮 した もの が ア ザ ミで

見 られ る が こ れ を花盤剛毛 （Seta　receptaculi ）と云 ふ 。 こ の 剛毛 を他 の 科の 苞で あ る

と云ふ人 もあ るが 、 さ うで な い とい ふ 人 もあ る ct の 頭状花序が穗状花序が短か くな

つ て 禺來た と考 へ る 人 は こ の 剛毛をもとの 撼駄花序 の 小 花の 苞で あ る と云 ふ し 、 繖形

花序の 小花の 小梗が短か くなつ て 頭駄花序に な つ た と考 へ る 人 は苞と考へ な い 。 花盤

の 邊 に は總 苞が あ る 。 こ の 總苞は多數の 總苞 片よ り出來て ゐ るが ヨ メ ナ で は 大体 三列

程あ る が こ の 總苞及び總苞片の 形 歌が 分類上 重大 な役讎 をする。 菊科 の 鑑定 に は こ の

總苞の 形 歌で 大 体わか る の で 各鵬種に つ き よ く比較考究すれ ばよ い
。

日　 本　植 　物　覺　書

（J・OHWI ： Sertum　JaponiCum）

　　 大　井 　次 　三 　郎

　（5）ツ ル メ 匕 シ バ ー 　Axo？；optrs　compressus 　BI・：AUV ，は ア メ リ カ 熟帶の 原 塵で現 在

で は舊世 界の 熟帶に も生育 して 居 るが 今回琉球 で も發見され た 。 恐 ら くク リノ ィ ガ と

同樣に 渡 りし者で あ らうが 全形特 に 小穂が稍大形 で 長 さ　2・S−2・7mm ・もあ る の が 著

し い ・ しか し變化 の 多 い もの との 事で あるか ら本種 に あ て S も闇違 ひ はない と思はれ
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る ・徇 ハ ネキ ビ もAxonopus　semialatttS 　HoOK ・f’とも呼 ばれ る が之れ は本屬 とは全 く縁

の な い もの で 故 HITCHcoeK に よれば Alloteropasis　scrnei一αtαtα （R ・BR・）HITCHC ・で あ る

と云 ふ・ツ ノレ メ ヒ シ バ は Digitaria，　Paspalum，　Eriochloa等に類 似 した もの で 外 形 は

Paspalum　eαnfugattem 　BERG・2一ガ サ ワ ラ ス ズ メ ノ ヒ ェ に 酷似 した 所が あ る ・八 重 山列

島の 石垣 島で 園原喚也氏が採集 され たの を 高嶺英言 氏 の 御 厚意 に よつ て 見 る 事 が 出

來た・

　 16 ）オニ ヵモ ジグザー Elymus 属 と Agropyru 皿 圏は 普通は小穗が
一節に

一個着

く （Agropyrum ）か 二 個着 くか （Elymus）に よ つ て區別 されて 居 る し・大休は それで

よ い の で あ る が ・實際 Agropアrum を澤山見て 居 る と本邦の カ モ ジグ サ で もア ヲ カ モ ジ

グ ！1’で も甚稀れに は
一節 に 二 個以上 つ ける もの が 出て來 る ・又 Z ゾ ム ギで も穗の 上 部

及 下部に は唯一個の 小穂 をつ ける事が 決 して 稀で はな い の で 往 々 に して 區 別が 困難

と成つ て 來 る・北米で も往 々 そ の 樣な事實が あ る と見 えて HrTeHeocK ，　Manual 　of 　the

Grasses　of　the　United　States， 246 の Elyrnusの 條下 に the　species 　in　which 　the　spikelets

are 　 mostly 　 solitary 　 can 　be　 distinguished　 from　AgropJron　 by　the　 narrow 　or　 subUlate

glumes・と云 つ て 居 る し同書 229 の Agropyron の條 下 に も Spikelets　・− solitary

（rare 】y　in　pai「s ），
……と して 居 る・從て 此 は絶謝的區別點で は有 ウ得 な い ・

　扱オ ニ カ モ ジ グ サ の 場合は 本 田博士が 和文 瀾で 書 かれた樣 に 小穗が 双 生す る と云

ふ事貲以 外は カ モ ヂグ サ に最 もよ く似て 居 る の で 廣い 意味では 同種の 頴に 毛 茸を生

じた燮種 と考 へ られ る・從つ て 本種 は Elymus に 入れ る よ りも A．gropyrum に移 した

方が穩當で ある と信 じる・此 の 兩驕間の 置別は もつ と精細 に 比較 研究す る 必 要が あ

る・Nevski の 論文 も此の 點 に 關 して は 明か で は な い

　　Agropyrum　tsukushiense （HoNDA ）OHwl　comb ．　nov ．＝ 功 朗鰯 tsukeackfi

eftsis　HoNDA 　in　Bot・Mag ．　Tokyo 　sol （936）3gI（et　572，　sub α 勿ク物 ）・＝

AS ’
．roPLptntm 　semicostatum 　NEms 　var ．　 lsukz｛sthiense （H σNDA ）OHw エ sched ．＿

Hab ・Kiushユu （！）・

　 17 ）タカネ エ ソ厶 ギ ー一
エ ゾ ム ギ とテ ン キが 同廳か 別羇か は可 な ip困難な 問題 で

は あ る が 私は 現 在 Elymus とClinelymus とを同属 と考 え る・Elymus の type　 species

は E ・醐 痂 粥 LINN・即 エ ゾ ム ギ と考 る學者が 多い の で ・左樣する と 既 の 兩屬 は type

が 同 じ種 で あ る事 に 成 り elinelymtrsは成立 しな い ・從つ て エ ゾム ギ に近 い タ カ ネ エ ゾ

ム ギ はや は り Elymus　yub αridiαkerm
’
s （HOKDA ）OHWI と した い ・

　　 Elymus 　yubaridakensis （HoNDA ）OHwi 　cornb ．　nov ．・＝＝　ClinelLptuats　．　yubat −

alaゑensis 　HoNDA 　in　Bot．　Mag ．　Tokyo 　So （Ig36 ） 572・− Hab ・YezQ ： m ・

Yubaridakc （！）．
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　 18 ） コ イヌガ ラシ
ー − 2V／asturtium 　 mderospermum 　DC ．と　一？V．　sikeke

’
anum 　 FR．　et　SAV．

は明に 同種 で あ る が MERRILL に よる と LouREmo
・
Flora　Cochinchinensis （1790 ）397

の Rdeotia　cantoniensis 　LOUR ，は本種で 南る．從つ て Rovippa に 移せ nv　Rorippa　can −

toniensis（LoUR ・）0IIWI となる ．

　　　RoripPa　cantoniensis （LouR・）OHwl　eomb ．　nov ．　＝ ＝ 　Ricetia　cantoniensis
LouR・Fl・Cochinch．（17go ）397 ＝ ？Vasturtizam　sikokianttm 　FRANcH ，　e 亡 SAvAT．
Enum ・Plant・Japon・2 （1879 ）277 ．一 　Hab ．　in　Japonia，

　satis 　communis ．

　 19 ） 匕 ロ バ 匕 メ キンボ ウゲ ー 　RanuncueUS 　subsimilis　？RiN
’
rz と云はれ る 形 の 植物

が北鮮に も分 布す る ・私 は數年 前咸鏡北道の 西水羅 の 海津 に 近 い 砂地 で 探集した が ロ乍

年齋蘿龍本氏は同地 の 富寧で も採築せ られた・本邦領土 内で は未記 録で あ る。東北地

方の 海岸に 生歩 る R ・ffavvakamii　MAK ・（ヒ メ キ ン ポ ウ ゲ）や北米産 の R ，　Cymbalaria

PURSH ・に近
’
縁の もの で 後者 とは葉の 鋸齒の 數が相違 し・前者 とは葉の 巾が 廣 V・の で 區

別 され る・E ・Ilum ’
EN に よれ ぽ 丑・　hedophilug　SCHurDL・は此種で あら うと の 事 で あ る．

　　R ・n … ulus 　sub ・imili・PRINTz
，　V ・9・

・Sib・r・M ・ng ・L　F ・・nt ．（・g・・）・36＿

Hah 　I〈orea 　borealis： Seisuira（J・oHwl　n ・454 ）et　Funei　in　prov．　Kampoku

（R ・SAITO　n ・2798 ）・

　20 ）キ レ バ フ タ ゴ ケ マ ンー U乍年 フ タ ゴ ケ マ ン Oorydiα lis　trz710ra　OI｛w エ・の 出版直後

荒木英 一氏か らそれ に よ く似て 葉の 分裂の細か い 植物 を頂 い た・但馬國朝來郡山 口 村

の 蓙で あ る・比較 して 見 る と但馬の もの は葉 の 分裂が
一

暦深 く成 つ て 居る外，花 の 色

が稍濃 く・大 きさ も大 き い の で 齔の 特徴が
一定 して 居れば種 とすべ き もの と思 はれ る．

此所で は變種 と して 記載す る事に し 荒木氏を紀念す る爲め に var 　Arake’ana 　OHWI と

する．

　　 Corydalis　triflora　Oirwi　var 、　Arakiana　 OHwl　var ．　 nov ．〜 Folio正1s
magis 　dissectis，　floribus　intenslus　luteis　16 − 17mm 　longis　a　typo　diversa．〜
Hab ．

　Hondo ：Yamaguchimura 　ill　Taji皿 a （Y ．　ARAKI　n ．692S）．

　2【）ハ ナ ピ ス ゲー 一名 ジ ウ モ ン ジ ス ゲ は本邦で は從來台灣・並 に 屋久島種子 島だ

けに限 られて 居た種類 で あ つ たが最近 千葉常三郎氏 か ら九州 の 肥前 國西彼杵郡長浦

村形上 川 の 上流 の 河畔 に て 探集せ られた花序の 標本 を頂 き・叉 同氏 を通 じて 馬場胤義

氏 か ら も根莖 の あ る標本を頂戴 したの で 九 州 の 本土 に も産す る事が明か に 成 つ た・此

種 は外觀 の 甚だ し く變 つ た もの で ど う見 て 秀ス ゲ と云 ふ よ りもオ ホ シ ン ジ ＝ 一ガ ヤ に

酷似 して 居て ．花序は 長 い 花葉に 數段 に 亘 つ て圓錐花序 を形成 して 居る・此 の 花序が 圓

蠍 で あ る の と小穗基部に あ る願 廷（1
’
r・phyll・ m ）が ・t・ril・ では あ る 翻 驪 に 似て

來 る の とで 從來は ア プ ラ シ バ や ミ ヤ マ ジ エ ズ ス ゲ等 と 共 に Indocarex と云ふ 亞 屬 と

もされ て 居た程で あ る・しか し花序が 分岐す る事は他 の ス ゲ に も往 々 に見 られ る現象
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で あ る上 に 果嚢か ら枝が 出 る事は他の 類 に もあ る の で 私は 特別 な亜 矚 とはせ すに 三

個 の 柱頭 を有す る Eucar’ex 群 の 單に 花序 の 分枝 した型 に 過 ぎない と考へ て 居 る・

テ ン グ ノ ハ ナ石垣島 に 出 づ

大 　井　次　三 　郎

　テ ン グ ノ ハ ナ （刀 liye，’a 　lucanensis　MF．RR ．）は ハ ス ノ ハ ギ リ科 に 屬す る蔓性植物 で 始

め比 律賓で 發見 され．次 い で台灣恒春 の 牡月舵 で 中原源治氏が採集 した事 は早円博 士

の 台灣植物誌科に 出て 居 る、そ の 後本邦で は 台灣以外で は知 られな か つ たが昨夏 多和

田翼淳 氏は 之れ を石垣 島俘野田 で 發見せ られた・疏球列島に は初め て の 記録で あ る ・

　種名 は PREsL の を MERRILL が變更 したの で あ るが DuNN （in　Jo矼 n ・Lin 臨 Soc・38・

rgo8 ）は 〃掬 ♂r α 魏 翩 α DUNN ．を用ひ て 居 る・叉 VIDAL の Atlas を見 る と小葉 の 巾

が狹 く先 きが 尖 つ て 居 るが 此 の 程度の 變異は見遞 して もよ い の で あ らう・多和 田氏に

よ る と花は 赤色で あ る と・

本邦 に 新 し き北鮮産 二 植物

大井次 三 郎　初 島住滲

　咸鏡北道茂山郡延 上面 の 九州帝國大學演習林内か ら本邦領 内に 未記録の 二種を報

告す る．ealthα　n αtans　PALL．ヒ メ ェ ン ヵ ウ サ ウは エ ン カ ウサ ウに 似て 花が 小 く白色で

あ る の で 容易に認め られ る植物で 歐 洲で は露西亜領 の Perm か ら シ ペ リ ア の ミ ヌ シ

ン ス ク 以 東．北蒙古 ト ラ ン ス バ イ 加 ・ ・興凱湖吟 カ ム チ ヤ ツ カ北部等 に ・北 米で は

ア ラ ス カ か らア ル バ ータ及北部 ミ ネ ソ タ に 生育 して 居 る・

　8國 跏 L 醜 〜8麗   Z鮴 REGEL 　et 　MAACK ．は ホ ソ バ ギ リ ン サ ウ即 ち Sealum　Aivaon　LINN ・に

最 も近 い 植物で あ る が・全体 に 毛茸が あ る の で此れ 叉 容易 に 匿 別 の 出來 る 著 しい 特徴

を持 つ た植物 で あ る・ア ム ール 及び滿洲 に分布す る 事 が知 れて 居た・

、 ）C・lth・ n ・t・n ・ 1・

ALL ・・R ・i・e　3 （i776 ）・48；R ・G ・L 　？1・R4dd ・P・lyp・（・86 「）

。 ．8。 ； HuLT ・N 　FL　K ・mt ・h．・ （・g ・8）95 ； K ・MAR ．・t　AH ・・v ・K ・ア PL　F ・・

East．　Reg ．　USSR ・1 （Ig31 ）S26・

　 N ・ m ．Jap．　Hime −enk ・ s・ ・

　Hab 。　Korea 　borealis： Enjomen 　ill　prov．　Kampoku （S．　HATuslMA）．

・）S・d・mS ・星・ki・num ・REGEL・e ・M ・ 1・・K
・
i・ R ・G 肌 T ・… 　 1　1・　Ussu・・（1861 ）

66，
t．6，

　f．・9．1 ・ ；F ・δDER ・T 凡 G … S・d・m ・ （・g3・）8・ （P・・ S・　Aia… ssp ・）・
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